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改訂されています。今後、移行期間を経て、小学校は二〇二〇年度から、中学校は二〇二一年度から、高等学校は二〇二二年度入学生から新学習指導要領が実施されます。特別支援学校のスケジュールは 中高校のそれに準じます。  新学習指導要領や、改訂のポイン










た座談会での発言ではあるものの、「学習指導要領の新しい姿はまさに学校図書館の全て 機能を活用することを求めています」と文部科学省初等中等教育局児童生徒課長 （当時）が述べています（ 「学校図書館の活用で新しい学びの姿を： 図書館座談会」 『教育新聞』二〇一七年四月二四日
 no.3520 ※５） 。新学習指導要
領においても学校図書館が役割を果たすことを期待したいです。　
新学習指導要領と情報リテラシー
  以下、新学習 領が情報リテ
ラシーをどう捉えているかを見ておきます（字数の制約があるため、今後を見据えることに力点を置き、新学習指導要領に焦点を絞ります） 。以下では情報活用能力 いう語が用いられますが、本連載の「情報リテラシー」 と同義と考えてよいです （詳

















「生きる力」をより具体化し、教育課程全体を通して育成を目指す資質 ・ 能力を、 「知識 ・ 技能」 、 「思考力 ・判断力 表現力等」 、 「学びに向かう力・人間性等」という三つの柱に整理したことに対応するものです。 「育成すべき情報活用能力自体が変化するわけではなく、同じもの 別 角度で見たものと解釈することができる」と『高等学校学習指導要領解説
 
情報編』は述べています（同書
p. 9 ※７） 。
　
以上の整理に基づき、新学習指導
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